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はじめに

このたびは、ヴァイカウントクラシックオルガン、ジュビレイ ト227-230-232をお買い上げいただきまして、

誠にありがとうございます。ジュビレイ ト227-230-232は、伝統的なパイプオルガンの魅力を最新の電子テ

クノロジーによってあますところなく再現 したクラシックオルガンです。ジュビレイ ト227-230-232の多彩

な機能をスムーズに使いこなし、オルガン演奏を心ゆくまでお楽しみいただくために、ぜひこの取扱説明書

をご活用いただきますようお願い申し上げます。また、ご一読いただいた後も、ご不明点が生じた場合に備

えて、大切に保管いただきますようお願いいたします。

※この取扱説明書に掲載されているイラストは、すべて操作説明のためのものです。実際と異なる場合もございます。

安全上のご注意…。ご使用の前に必ずこの「安全上のご注意」をお読みください。

感電のおそれがあります。キャビネット
を開けないでください。

告 ! 感電の危険を避けるため :

パネルやカバーは取り外さないでください

本製品を雨または湿気にさらさないでください

本製品内部につきまして、お客様は修理 ・交換なさらないでください

修理 ・点検につきましては販売店にご相談ください

本製品の取扱説明書では、

重要な操作および修理 ・点

検上の指示に関して、お客

様への注意を喚起するため

本記号を表示しています。

本製品内部には絶縁されて

いない 「危険な電圧」部分

が存在し、感電のおそれが

あるため、お客様への注意

を喚起するため本記号を表

示しています。

「火災、感電のおそれ、あるいは人体への危書に関する注意事項」

警 雀手:本 製品のご使用にあたっては、以下の点に注意してください。

1)本 製品を使用する前に取扱説明書をよくお読みください。

2)お 子様の近くで使用する場合には、ケガ防止のため十分な注意を払ってください。

3)本 製品は水回りでは使用しないでください。例えば浴槽、洗面合、台所の流し付近、濡れた床の上、あるいはプールの近く、

その他これに類する場所では使用しないでください。

4)本 製品は、単独もしくはアンプ、ヘッドホン、スピーカーと組み合わせて使用した場合、過大な音量により聴力障害を引き起

こすおそれがあります。過大な音量、または不快感を招くような音量での長時間の使用は避けてください。

5)本 製品は、ラジエーター、熱器具、その他熱を発生する製品から離して設置してください。

6)長 時間ご使用にならない場合には、コンセントから電源プラグ抜いてください。

7)本 体に物を落としたり、液体が流れ込まないよう十分な注意を払ってください。

8)以 下の場合、サービス担当者が本製品の修理・点検を行います。

a.電源コードまたはプラグが破損した場合

b.製品に物が落ちたり、液体が流れ込んだ場合

ct製品が雨にさらされた場合

d.製品が正常に作動していない、あるいは演奏状態に著しい変化が生じた場合

e.製品を落としたり外装が破損した場合
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■リチウム電池の警告:本製品にはリチウム電池が使われています。電池を

間違えて取り替えると爆発の危険があります。必ずMax e l i  C R 2 0 3 2を 使用

してください。正しい極性でご使用ください。使用済み電池は、メーカーの指

示にしたがって処分してください。

■商品の品質向上のため、お断りなく仕様・規格を変更することがあります。

本取扱説明書に記載された情報も、それにともない予告なしに変更される場

合がございます。あらかじめご了承ください。
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第1章 左側パネルのコントローラー

MEMORY BANK    TRANSPOSER TEMPERAMENT
WERKMEiSTER PYTHAGOREAN

KIRNBERGER MEANTONE

VALLOTTIEQUAL 2

EQUAL l

1.メモリー′ヽンク・セレクター :このつまみを回して、6つのメモリーバンクのうちいずれかを選択し、ジェネ

ラルメモリーとして設定できます。

2ロトランスポーザー・セレクター :このつまみを回して2半音まで高く、3半音まで低く移調できます。弾きに

くい調を演奏する場合や歌や楽器の伴奏の際に便利です。

3.テ ンベラメント・セレクター :この機能を使うと、様々な時代や国々で使われていた当時の正しい調律で

演奏できます。真の古典音楽を忠実に再現したいオルガニストの方のために、ジュビレイト227-230-232では、

歴史的なテンペラメント(音律)を7タイプ設定していま,。

・EQUALl,EQUAL2,KlRNBERGER(キ ルンベルガー),WERCKMEiSTER(ヴ ェルクマイスター),

VALLOTTI(ヴ ァロッティ),PYTHAGOREAN(ピ タゴラス音律),MEANTONE(ミ
ーントーン)

・EQUALl―EQUAL2:パ イプオルガン独特の不均等な音律。パイプの変化 (温度と経年変化)によって生じたパ

イプの響きの微妙な狂いを、限りなくリアルに再現することができます。

・KIRNBERGER(キ ルンベルガー),ЦにRCKMEISTER(ヴ ェルクマイスター),VALLOTTI(ヴァロッティ):バッ

ハ、ベートーベン、ショパンなど古典派から回マン派にかけて愛された音律です。クラシックの名曲はほとんどこ

れらの調性的音律によって書かれました。

・PYTHAGOREAN(ピ タゴラス音律):ギリシャ時代の音律です。ピタゴラス音律は古代回
―マに伝わって以来、

中世音楽の時代にも使用されました。

。MEANTONE(ミ ーントーン):ルネッサンスからバ回ック時代の鍵盤楽器における標準的な調律法でした。日

本語では中全音律といいます。
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4白オン・オフスイッチ:ジュビレイト227-230-232のオン・オフスイッチです。

<注意1>雷が鳴り出したら必ずコンセントから電源プラグを抜いてください。

第2章  中央パネルのコントローラー

仰
ｍ

博
亜

押
亜亨卜

5.足 鍵聾部 :足鍵盤用の全ストップがあります。また手鍵盤同士あるいは手鍵盤と足鍵盤のレジストレーショ

ンを連結するボタン(カプラー)もあります。カプラーは、ある鍵盤で設定したすべての音色を、他の鍵盤でも演

奏でき、ひとつの鍵盤で2つの鍵盤の音を同時に鳴らすことができます。下記の組み合わせが可能です。

・1/P:第 1手鍵盤 (MAN 1/グレート)のレジスターが足鍵盤で演奏できます。

・11/P:第2手鍵盤 (MAN‖ /スウェル)のレジスターが足鍵盤で演奏できます。

さらにここには、MIDlボ タン(第6章 25項 「MIDIプ ログラムボタン」を参照ください)もあ')ます。オフにしておけ

ば、MIDIノートデータは送信されません。プログラムチェンジ、コント回―ルチェンジ、システム・エクスクルーシブ

等のメッセージの送受信は常にオンです。

。MIDIチャンネル・プログラム機能は、MIDlボタンと第1手鍵盤の下にあるセット・ボタン(S)を一緒に押すこと

で作動します。MIDlボタンが点減を開始すれば、希望するMIDIチャンネル番号を入力することができます。

・チャンネル番号は、各番号に対応した鍵盤 (エンター・キー)を押して入力します。第2手鍵盤の最も低いオク

ターブのCからAまでのキーが0～9に対応しています。また次のCは 、クリア機能を持ち、最後に入力した操作が

キャンセルされます(第4章 14項 「エンター・キー」を参照ください)。

・入力したい番号が一桁の場合、たとえばチャンネル6と入力したい場合には、数字0(最低音C)と数字6(最低

音F#)のキーを押す必要があります。2番目の数字が入力されると、チャンネル番号が記憶されます。

6B自 動ベダルボタン(A口P口)とポイスパリエーションボタン(A/日)

。自動ベダルボタン(A口P.):第1手鍵盤を演奏する際、このA.P。ボタンを押すと、足鍵盤のレジストレーションが

鍵盤の最も低い音に加わります(但し足鍵盤数の範囲内)。たとえば、左手でC,E,G(ド、ミ、ソ)と同時に弾くと、

最低音C(ド)にだけペダル音のCが加わり、手鍵盤のみの演奏でも足鍵盤のストップの効果が得られます。

<注 意>APボ タン使用時は、ベダル鍵盤は使えません。

ＴＴ
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●ボイスバリエーションボタン(A/B):このボタンを押せば
｀
、オルガンのサウンドをバロック←→ロマンティックに

切り替えることができます。

フ.第 1手鍵聾部 :第1手鍵盤 (MAN1/グ レート)のストップがあけ,ます。このストップを使って、第1手鍵盤のレ

ジストレーションを作ります。ここには第1手鍵盤と第2手 錠盤のレジスターを組み合わせるカプラ
ーのボタン

(11/1:第2手 鍵盤のレジスターが第1手鍵盤で演奏できます)、MIDIスタイルボタン(バロックーロマンティック)

および第1手鍵盤用のMIDIスイッチもあります。

8.第 2手鍵聾部 :第2手鍵盤 (MAN 11/スウェル)のストップがあります。このストップを使って第2手鍵盤のレジ

ストレーションを作ります。ここには第2手鍵盤用のMIDlスイッチもあります。

■MiDlについて

MIDlとはMusical instrurnent Digital intettaceの略です。

MlDl(ミディ)は、電子楽器同士をつないで音楽情報や演奏データを交換するための世界共通の規格。楽器同士の互換性がア

ップします。たとえばジュビレイト・オルガンの鍵盤で演奏したメロディを別のシンセサイザ
ーで発音させたり、ジュビレイト・オ

ルガンで市販のMIDlデータを再生することができます。

以下、MIDlに関して頻繁に使われる用語を説明します。

・MIDlチャンネル :MIDl機器には16チャンネルあります。いろいろなデーターのすべてがこれらの16チャンネルを通して別々

に送受信されます。結果、最大16台までのM IDl機器を個別にコントロ
ールすることができます。また当然ながら、接続したMIDl

機器同士でチャンネルが違えばデータのやりと')はできません。両方のMIDl機器の送信/受信チャンネルは合わせる必要があり

ます。

・ノート・オン/オ フ:楽器に、どのノート(音符)を、どのくらい長く、どのくらいの強さで弾くかを伝える重要な情報です。

・プログラムチェンジ:プログラムの選択に使います。ほとんどの楽器がメモリーしたプログラムを持っており、それぞれがプログラ

ム・ナンバーに対応しています。メモリーナンバーを知っていれば、好みのプログラムを呼び出すことができます。ジュビレイトでは、

ジェネラルあるいは専用メモリーに割り振られたナンバーのボタンを押すことで、希望するプログラムが選択できます。

・コントロールチェンジ:コントロールチェンジデータは、演泰に表情をつけるために使います。たとえば、音量調整 (コントロ
ー

ルチェンジ7番)、拡声ベダル作動 (同じく64番)、残響度の送信 (同じく91番)、コ
ーラス量の送信 (同じく93番)などがあります。

・システムメッセージ:MiDlチャンネルとは関係なく、システム全体の調整を目的としたメッセージです。この中には「システム・

エクスクルーシブ」、つまり特定の楽器のみが解釈できる指令があります。たとえば、機器のプログラム作成用のバルク
・ダンプ

(BULK DUMP)な どが挙げられます。こうした指令には、通常メモリーエリアに保存されているプログラム作成パラメ
ーターが

含まれています。指令は、上述のパラメーターを、ある機器から同じタイプの別の機器へと送るのに使われます。また、外部の

メモリーに保存できます。(事故等でデーターが万が一紛失したり消去してしまった場合に、コンピュ
ーターやシーケンサーから

呼び出せます)。
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第3章  右側パネルのコント回―ラー

9.マ スターボリューム(MASTER):こ のつまみで、オルガンの全体の音量を調節します。

10口第1手軽躍ボリューム(MAN.1):こ のつまみで、第1手鍵盤部の音量を調節します。

11ロリバーブボリューム(REVERB):こ のつまみで、リバーブ(残響)量を調節します。自然反響の少ない小

さな室内でも、広い部屋やホールで演奏しているような、豊かな残響効果を得ることができます。

12.足 鍵饉ボリュ…ム(PEDAL):こ のつまみで、足鍵盤の音量を調節します。

13.ト レモ回コントロール (TREMULANT):こ のつまみで、16種類のトレモロを選べます。電圧コントロ

ールおよび周波数変調。

<注 意>ジュビレイト2 2 7のコントローラー位置は異なります。

第4葺  手鍵鶴部パネルのコントローラー

1 4 .エ ンター・キー :第2手鍵盤の左側、0～9の番号とCL E A Rの 文字がついている鍵盤をエンタ
ー。キーと

呼びます。この部分の鍵盤を押すことで、Mi D lチャンネルをプログラムする際のチャンネル番号が入力できます。

プ田グラムチェンジデータ送信の際にも使用します。

押
岬
ＲＴ

viscount

O    l u b L に2 3 0    0 0 0 0 0 0 0   0  0  0  0
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15ロセット・ボタン (3):こ のボタンは、メモリーをセッティングする時に使います。(詳しくは第2章をご参照

ください)

16.ジ ェネラル・メモリー (HR;1‐2‐3口4‐5‐6):作 成したレジストレーションは、メモリーに保存できます。ジ

ュビレイト227-230-232には、全体のレジストレーションが保存できる6つのジェネラルメモリーがあります。メモ

リーには、1から6までの数字およびHR(0と して扱われる)と記されたボタンがあります。HRプ ッシュボタンを押

せば
｀
レジストレーションは前の設定に戻ります。

ジェネラルメモリーのプログラムの手lllFは以下のとおりです。

。まずキャンセル・ボタン(C)を押し、既存のレジストレーションをいったんクリア。その後に希望するレジスト     .

レーションを選んで設定変更します。

・次に第1手鍵盤の左下にあるセット・ボタン(S)を押してください。ボタンを押しながら、6つあるジェネラルメ

モリーのナンバーボタンのうち、いずれかを押し、新しい設定内容を保存します。

・ジェネラルメモリーでは、複数の鍵盤のレジストレーションが保存できます。複数の演奏者が同じオルガンを使

う場合でも、各演奏者は、違うメモリーバンクに違う番号をつけ、各自の設定を保存することが可能です。

1フロエンクローズド・ボタン(ENC):こ のボタンを押せば、第2手鍵盤用エクスプレッションペダルを使って、

オルガン全体の音量が調節できます。

18.チャイム・ボタン(CHIME):こ のボタンを押せば
｀
、第2手鍵盤上で、他のすべてのレジスターをカットし

て、チューブラー・ベルの音を出すことができます。

19.トゥッティ・ボタン(T):こ のボタンを押せば
｀
、あらかじめ設定したレジストレーションをすべて作動させる

ことができ、瞬時にフルオルガンの状態(ほとんどのストップが入っている状態)になります。
<注 意 >ト ゥッティではボイスモジュレーションやトレモロはかかりません。

20.キ ャンセJレ・ボタン (C):こ のボタンを押せば
｀
、オルガンすべてのレジスターがオフになります。
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卜 M A N  q

第5章  ベダル部のコントローラー

21.第 2手 鍵聾用エクスプレッションベダル :第2手鍵盤用のエクスプレッションベダルです。第2手鍵盤の音

量を調節します。また、エンク回―ズド・ボタン(ENC)をオンにすれば
｀
、このベダルでオルガン全体の音量を調

節することもできます。

第6章  サイドパネルのコントローラーと援続端子

左サイドパネル

22.EXTⅢ 12V DCコ ネクター :+12ボ ルトの電圧が得られる2つの接続端子です。通常は、リモ
ート

(REMOTE)機 能として利用し、接続したオプションのスピ
ーカー・スイッチを作動させるために使います。

23.MiDlイ ンロアウトロスルー (MiDllN口OUT‐THRU):オ ルガンをMIDI音源に接続するためのMiDl接続端

子です。

MIDl格鮪とを使用するためには、データをやりとりするためのMIDl機器とその機器を接続するためMIDlケ
ーブル

が必要です。MIDI機器は通常、以下の3つの MIDl接続端子を備えています。

・MIDiイン:他のMiDi機器からMiDlデータを受信するための端子。

・MIDlアウト:本機から他のMIDI機器へMIDIデータを送信するための端子。

・MIDIスルー:MiDI機器を直列接続するために、M IDiイン・ポートで受信したMiDlデ
ータをそのまま送出します。

(第2章「MIDlについて」もご参照ください)

24口 手鍵躍反転ボタン(lNV):こ のボタンで2つの手鍵盤のレジスタ
ーが反転します。第1手鍵盤のレジスタ

ーが第2手鍵盤のレジスターに変わります。その逆も同様です。

の◎◎
EXT    THRU   OUT    lN          INV   MIDI DEMO

+12V DC  ________MIDI一 一一一一一一一       TAST   PG
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25。 MID:プログラムボタン(MiDi PC):プ ログラムチェンジデータ送信用ボタンです。MiDIインターフェイ

スによって外部MIDl機器にプログラムチェンジデータを送信するには、このボタンを押すと同時に、変更したい

セクション(足鍵盤、第1手鍵盤あるいは第2手鍵盤)のMiDlボタンを同時に押します(レジスター部に配置。第2

章「中央パネルのコント回―ラー」をご参照ください)。次いで、選んだセクションのMIDlボタンが点減し始めた

ら、エンターキーを使って、チャンネルあるいはプログラム番号を入力します。そして3番目のキーを押す、つま

り、3つ目の番号が入力されると、MIDIボタンの点減が止まり、プログラムチェンジメッセージが送信されます。

<注 意>プログラムチェンジ・メッセージは、エンターキーで3番目のキーを押さないと送信されません。つまり、3つの数字を入力する必要があけ)ます。たとえば、プログラムチェ
ンジ番号30を送信したい場合、0-3-0と キーを押さなければなりません。メモリーが呼び出されると、自動的にそこに含まれたプログラムチェンジデータが送出されます。

26.デモ・ボタン(DEMO):こ のボタンを押せば
｀
、あらかじめオルガン本体にメモリーされている8つのクラシ

ックデモ由のいずれかを呼び出すことができます。デモ・ボタンを押しながら、聴きたい番号に対応したエンタ
ーキーを押すことで、デモ曲が選択できます。

右サイドパネル

27.全 体ピッチ :ここでォルガン全体のピッチを微調整します。納品時のジュビレイトは、A=440Hz(ピ ッチ

調節ノブは中央に位置)に初期設定されています。

28.イ ンプット L(MONO)oR:オ ルガン本体のスピーカーで外部音源を鳴らすための接続端子。モノラル

音源を入力する場合は、L(MONO)の 接続端子を使います。

29.ア ウトプット L(MONO)口 R:ア ンプを使用せず、直接録音したい時に使用するラインアウト出力端子。

この接続端子は一般に、カセットレコーダーなどのアナログ録音機器での録音に使います。モノラルでの録音の

場合はL―MONOの 接続端子のみ使います。

30.ヘ ッドホン端子 :ステレオヘッドホン用の接続端子。ヘッドホンを接続するとくオルガン本体のスピーカー

からは音が出ません。

◎ ◎ ◎
L(MONO)  R      L(MONO)  R

PITCH      _lNPUT―          一―OuTPuT― ―  HEADPHONES



viscount yし宅拘口比4rE22み 23θ口232

資料 MIDlイ ンプリメンテーションチャート

ヴァイカウント ジュビレイト227-230-232

ベーシックチャンネル      デフォルトチェンジ 1-3

1 - 1 6

1-3

1-16

1 . 亮 Z 子 襲 蛭  U . 足 誕 距

2 .第1手鍵盤

モー ド            デフォル ト

メッセージ

代用

モー ド3

×

モー ド3

×

ノー トナンバー

トゥルーボイス

24-106 24-106

24-106

ベロシティ          ノー ト・オン

ノー ト・オフ

×

×

×

×

アフタータッチ        キー

チャンネル

×

×

×

×

ピッチベンダー × ×

コン トロールチェンジ                7

1 1

○

○

○

○

メインボリューム

エクスプレッション

プログラム チェンジ

トゥルー芋

0-127 ×

×

システム・エクスクルーシブ ○ ○

システム (コモン) ／ヽヨ
　
ト

ンヽ
　
ク

ゃン

レ

ポ

セ

ン

グ

グ
　
一

／ヽ
　
／ヽ
　
　
ユ

ソ
　
ソ

・チ

×

×

×

Ｘ

×

Ｘ

システム ( リアルタイム)    クロック

コマン ド

×

×

×

×

オグジュアリーメッセージ    回一カルオン・オフ

オール ・ノー ト・オフ

アクティブ ・センシング

lブセ ノ` ト

×

○

○

×

×

○

○

×

モー ド1 : オムニ ・オン、

モー ド3 : オムニ ・オフ、

ポリ

ポリ

モー ド2 : オムニ ・オン、

モー ド4 : オムニ ・オフ、

モノ

モノ

○=イ エス

×=ノ ー

０
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